
 
 
 

 
 
 
 

 
 
看護学を実践的・創造的に発展させる能力を身に付け、あらゆる健康レベルにある人々の健康支

援に貢献できる人材育成を目的としています。 
三島サテライトでは、保健・医療・福祉環境の変化に対応できる高度な実践能力及び看護学分野

における教育研究能力を有する人材の育成を目指しています。 
 
《大学院博士課程進学受験の流れ》 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
毎年６月に大学院進学相談会を開催しております。 
大学院指導教員による進学相談会を開催します。詳細は保健看護学部ホームページをご確認く
ださい。大学院進学にご興味のある方は、どうぞお気軽にご参加ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

看護の"気づき"を未来につなげる - 三島サテライトで叶える理想の学び方 

順天堂大学大学院医療看護研究科  
三島サテライト 

現場のモヤモヤ、 
研究で晴れるかも？ 

私のキャリア、  
次のステージへ？ 

まずは！ 

《⼊学者受⼊⽅針》 
 
 
 

 

《大学院博士課程進学受験の流れ》 
 

《三島サテライトで対応可能な領域と担当教員》 
 

領域名 教員氏名 連絡方法（連絡先・コアタイム）

看護教育学 石塚淳子 メール（jishidu@juntendo.ac.jp）

兒玉裕三 メール (ykodama@juntendo.ac.jp)

小池道明 メール (mckoike@juntendo.ac.jp)

大熊泰之 メール（y_okuma@juntendo.ac.jp）

濱田千江子 メール（chieko@juntendo.ac.jp）

慢性看護学 栗原明美 メール（akkuriha@juntendo.ac.jp）

小児看護学 西田みゆき* メール（mnishdia@juntendo.ac.jp)

ウィメンズヘルス看護学 西岡笑子* メール（enishio@juntendo.ac.jp ）

高齢者看護学 横山悦子 メール（e-yokoyama@juntendo.ac.jp）

地域看護学 酒井太一 メール（tsakai@juntendo.ac.jp）

在宅看護学 藤尾祐子* メール（yfujio@juntendo.ac.jp)

がん・クリティカルケア看護学 桒子嘉美* メール（ykuwako@juntendo.ac.jp）

*：専門看護師コースも併任

臨床病態学

担当教員の主な研究テーマなど、
詳細情報は下記の順天堂大学研究者
情報データベースをご参照ください。

https://kenkyudb.juntendo.ac.jp/



 
 

  
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Q:「三島島サテライト」とは何ですか？ 
A：三島サテライトでは、三島キャンパス所属の教員から研究指導や講義を受けることができます。 
また、他キャンパスで実施されている講義も、Zoom などのオンラインツールを活用することで、三島キャンパ
スから地理的な制約なく受講できます。 

Q:「担当教員」とはどんなことを行いますか？どうやって決めたらよいですか？ 
A：大学院では、担当教員から個別指導を受けながら研究を進めます。 
そのため、大学院への進学を検討する際は、以下の流れで担当教員を決めていきます。 
① 各教員の専門領域や研究テーマを確認する。 
② 自分の研究テーマに合った教員を見つける。 
③ 教員にアポイントを取り、研究テーマについて相談する。 
④ 了承を得たうえで、その教員に担当教員になってもらう。 
事前に自分の研究テーマの方向性を考え、適切な指導教員を見つけることが重要です。 

Q:三島キャンパスの設備はどうなっていますか？ 
A：大学院生用の部屋があり、デスクトップ PC、Wi-Fi、プリンターなどの基本設備が整っています。 
ノート PC の貸出もあります。なお、各 PC では統計解析ソフトが使用可能です（SPSS, Amos） 

Q:サテライト講義と対面講義の割合はどのくらいですか？ 
A：講義の多くが三島キャンパスや自宅から zoom などで受講ができます。研究経過発表会なども zoom で参加
可能です。講義や研究指導の具体的な予定や、浦安キャンパスに行く頻度は、担当教員にご確認ください。 
 

その他ご質問などありましたら、下記までご連絡ください。 
TEL：055(991)3111   Mail:mishima-career@juntendo.ac.jp 

 

《質問コーナー》 
 

《在校生・修了生の声》 
 

《在学生の声》 
現在、特別研究コースで小児看護学を専攻しています。多様な専門領域の学生 

とのグループワークを通じて展開されるディスカッションは、視野を広げる貴重な
機会となっています。 

授業は三島サテライトから遠隔講義で受講でき、通学の負担が軽減されました。
大学院生室には必要な設備が整い、学術メディアセンターでは専門文献や    
他キャンパスの資料も簡単に利用できるため、研究の可能性が大きく広がっていま
す。この環境で研究テーマを追求できることは、かけがえのない経験です。 

《修了生の声》 
臨床の中で「この看護で本当に良いのか」と悩むようになり、看護を見直したい

という思いから順天堂大学医療看護学研究科三島サテライトへの進学を決意しま
した。 

研究の知識がない中での挑戦でしたが、担当教員の丁寧な個別指導と、多様な 
仲間とのディスカッションを通じて、自分の看護観を深め、視野を広げることが 
できました。講義や交流の機会を通じて「もっと学びたい」という気持ちが自然と
芽生え、看護に対する自信と探求心が育まれました。看護に迷う方にこそ、大学院
進学への一歩をおすすめします。 


